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　　　　　1925隼に於ける太陽、小遊星及彗星

　昨年中に於ける天文學界の著るしい進歩の概観が、近頃手許に到肥したMo－

nthly　Notices本年二月號に．大英王室天文學界第百六年絡會報告書の一部にま

εめられて居るが．回れによって昨年中に於ける天文學の進歩の全艦がよくう

かがわれる。故に以下其の太陽、小遊星及彗星に絶する部分を抄課する事にし

ナこ。

1925年に於ける小遊星の襲見

昨年中に獲見されナこ小遊星は85個である。今それを月別に統計ミれば次のや

うになる。
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　挙れ等の小遊星獲啓した人達は次の通りである。

　　　人名　　天丈蔓　　三見数
　　　V．　Albitzky・…・…・・……・…。・・．Simeis（南露〉．＿．…＿・・…．…・…・・……＿8

　　　S，　　Beljavsky・・・・・・・・…　。・・・・・・・・・…　Sirneis（南露〉・・・・・・・・・…　■■・・。一・…　一・・・・…　■。・・5

　　　V．　Bervy・・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…Moscow（X）・・・・…一・・d・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…1

　　　E．　Bucher＿＿…．．…・………＿Algiers（iヒ阿弗利加）＿。．■＿・，・．．．＿＿＿1

　　　E．Bugoslavsky……．・＿．，＿＿．Moscow（露）＿…＿＿＿・一■．．＿．・一．．■t＿2

　　　E．　Delporte……………………Uccle（白）…・・…・…・…・…・・……・・……・2

　　　B．　Iekhowsky・・・・・・・・・・・・・・・・…　鱒Algiers（北阿）・・一・・｛＋・・・・・・・・・…　…・・…　。・・…　4

　　　J．Ka・・n・ky・……．・…………・・：M・sc・w（露）……………・一……・………5

　　　K．　Reinmuth　・・・・・・・・・・…“・・・…　K6nigstuhl（lirps）・・・…t…一・一・・一・・・・・…t・・…28

　　　G・Shajn……一…・・…………Simeis（南露）・・…一…一・・一・……・一9

　　　E．　Uschakowa嬢…………“・…Moscow（露〉……………・………………・1

　　　L．V・lta……・……・・…………pino　Torinese（伊）…・………t・・一・一・・2

　　　M．　Wolfi・・・・・・・・…　J・・・・・・・・・・・・…　K6nigstuhl（濁〉・・・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・…　17

LJ上13入である。思ふにUscha！〈owa嬢は小遊星二見者中女性の矯矢であらう。

　一方既に獲見せらtLft小遊星の研究もなされて．其の軌道の計算から．正罷

の判つtt小遊星は次の如しである。323　Brucia＝1923　NT（此の小遊星は特に

興味あるもので．M．　Wolf教授の撒多い嚢見の中で第一番目の小遊星である

が．其の最初の嚢見の1891年以來見失はれて居ナこ。そして此の1923NTは
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其の正書が判からない間Potomacミ言ふ名前が附けられてあっナこが、今では

その名前が．無用芝なったわけである。）383∫amina＝1925　QC。396　Aeolia

＝＝1925RH（此の小遊星は1894の登見以來見失はれて居ナこ）。597　Bandusia＝＝

1924　SG．　699　Hela＝＝1923　OZ，　706＝1924　TN，　720　Bohlinia　（＝1911　MW＞

＝1901HA：1894・1899．1904．1906及1914年目撮つfk眞板を尊べなほし

て見るご各々此の小遊星の像が出て居る。此の小遊星はK：orOnis群に属する小

遊星で．n＝723！／3である。748　simeisa＝1925　QG。836∫ole＝Lz（此の小遊

星は1916年の雪見以直感失はれて居た）。

　叉今まで知れて居る小遊星でない小遊星で新しく永久的番號を附せられkも

のは次の二十二個である。廓ち．1025＝＝1923NX。　1026＝・1923　NY。1027＝

Y．O．110　1028＝1923　PG．　Io2g＝＝1924　RK，　1030＝＝1924　RQ，　lo31＝lg24　R

R．　1032＝＝1924　SAo　1033＝1924　SM．　1034＝＝1924　SS．　1035＝1924　SW．　1036

＝lg24　TD．　1037＝1924　TF．　1038＝＝lg24　TKo　1039＝lg24　TL，　lo40＝＝1925

BD，　1041＝＝1925，　FA．　1042＝＝1925　HA，　1043＝1925　HB．　1044＝1924　RO，

1045－1924TR。1046＝＝　1924　UA。1046はWolf教授の嚢見前二十五日前に

Yerkes天文皇のG．　van　Biesbroeck教授に依って1924年十二月一日に嚢見せら

れナこ。そして1925年の三月二十九日間で翻測されナこ。

　叉名前が付けられte小遊星は次の8個である。帥ち．720　Bohlinia，　753

Tiflis，　850　Altona，　895　Helis，　964　Subamara，　966　Muschi，　1029　La　Plata，　1036

Ganymedo

　Ganymedは．　W．　Baade博士の興味ある小遊星であるが（此の星に空しては

李山清次教授が天界62號に説明せられて居る）∫ohannesburgに於て三月十七日

まで、Yerkesでは四月まで観測せられて居る。　G．　Stracke博士の計算に依れば

其の軌道要素は次の通りである。

　　　時期01924年12月31・5G・　M．T・

　　　　　　　響｝田螺

　1029La　Plataは∫．　Hartmann教授に依って1924年4月28日から7月28日まで観

測されナこ。其の離心率は非常に小さく、0．025傾角iも叉小さく225である。週

期1よ4．91年。

　G．Stracke博士の研究に依れば1009（1923　PE）は火星に非常に接近する事

が出騰るので．火星の質：量の好き決定が出來るであらう。5（．1019は非常に短か．

な週期2。642年ε大きな傾斜角27。εを有して居る。けれE“も其の離心率：は小

さくO．07であるから、いつも火星の外側にある。
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　トロヤ群の小遊星Achilles，　Hector，　Primus，　Nestor，　Agamemnonは皆な1924

或は1925年の間に観測された。132／EthraはBeτgedorffで1925年に観測さ2Z

ナこが、嚢見以世々二回目のオツポジシヨンをなしナこ。887Alindaは1036　Ga

nymedに似た軌道をもって居るが．昨年其の近日黒占を通り、よく槻測された。

　」．Kag．　ansky氏は695　Bellaが胸章するε言ふごεを獲帯しtこ。

　J．M．　Vinter　Hansen嬢はコペンノ・一ゲン表を用ひて1919年から1923年迄の

24Themisの運動を研究しf　o　G．　Witt博士は1931年一月に於けるErosの接

近の豫報を計算し．A．　Kopff氏は．比較星の選たくをした。これ等の星につ

いて各天文皇が．共同的に子午儀観測をする事がのぞましい。

　叉K。Schutte氏は、離心率の大きな小遊星の準均距離の分布について研究

したが．nの値について言へば、626”から650’tの間ε776”から875”の間i

にが蝕計にあるε言ふ結論に達した。

　最：後に．レニングラードのN．Cornmer・dantoff氏は．小遊星に關する必要な

観測ミ．其の蓮動に關する計ff　sを．系統的にやり叉無粋な重複をさける速め

には、國際時な共同研究が望ましいミ言ふやうな意味の事を申出て居ろ。

1925年に於ける…彗星

　1925年は彗星のあtcり年であった。此の年の問．に獲見せられt彗星の激は十

一個で、1898年の10個より多き事一つ、郎古來のレコ・一ド破りである。此の年

の間に近日鮎通過をなした彗星の藪は少くxSも10個で、丁度1898年ε同町であ

・調此の夕につ曙星は・幕軍ヒの年の始ま・前1炉の鵬此の年の

末日後3日の所にある。前者に尽しては．もつミ正腔な軌道要素の計算をして

見れば、其の近日鮎通過は1925年に落ちるだらうε考へられる。此の計算が出

來ない前は．1925年彗星の敷に關して導きりした事は言へない。1925年に隠見

せられた11個の彗星のうち6個は全く新しい彗星であり．他の5個は前から知

れて居ナこ週期的彗星の再來である　ナこだ遺憾なのは當然に此の年に露來する筈

のSchorr彗星帥ち1918111カ『、見付け出せなかった事である。然し之れは非常

に悪い條件にあっtzので、不成功も無理からぬ事ε思はれる。1931年の餓來は

もつミ好き聖断のもεにあるやうである。

　1925a；一一此の彗星はSilheis天文毫のG．　Shajn氏εBarcelona，　Fabry天文

毫の」．Comas　Sola教授E全く檀弓に別々に獲見せられた。シヤィン氏の嚢見

は三月二十二日であり．コマ・ソラ教授の獲見は同月二十三日であっナこ。爾襲

撃共に爲眞の上からの獲見で．而も爾者共に小遊星の規則的探索に鬼事して居

ナこε言ふ事は．實に面白い一一一致である。此の彗星は黄道の凹く近所で獲見せら

れた。そして其の蓮動は非常に緩であっk。六って其の軌道の計算は、一段ε困
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難で．Tの値の如きは、始めは．15ケ月も食違って契るやうな有様であっナこつ

Tの値は今では知られて居るが．1925年九月七日で．登見後約六ケ月の所にあ

る。故に192q年の終りまでは見える筈である。其の光度は嚢見平時は11等であっ

た。そしてこの彗星が太陽の光の中に見えなくなった時の光度は125等であり

現・今は13．5等である。其の近日鮎は4．179の距離にあり．古來知られて居る彗

星のうちで最も大きく．1729年の彗星の近日黒占距離より大なる事約0．127即ち

11飾鯉である・

　1925b：一此の彗星はRondebosch（希望峰）のW．　Reid氏に依って、三月号

四日に護見せられナこ。これはRdd与野見彗星の第五番目に當り．・1923年d’

Arrest彗星を見出したのに次ぐ。卑見當時．其の光度は8等級であり南緯20．

16ノの所にあって．南の方に動いて居ナこ。然し英國からも好く見えて．W，　H．

Steavenson博＝しや．　B．　M．　Peek及G．　P．　B．　Hallowesの諸氏によって観測せ

られナこ。其の近日黒占通過は七月の末で．其の時は恐らく肉芽ででも見えたであ

らうε思はれるD此の彗星は1925年の末まで南孚球の天文皇で観測せられた0

　1925　c：一一此の彗星は匹1月三日Cracow天文塁の助手、　M．　L．　Orkisz氏に依

って嚢見せられたが、當時彼はCracowの近所の3000PRの高さのLysina山上

の小さな天文墓に居kのである。此彗星は四月一日に近日黙を通過したが五月

六日までは段々地球に近付いナこ。そして北牟球から見るには非常に都合の好い

場所に興り．五月置三十一日には北緯82。に達した。此の彗星は望遠鏡で見る

ご實に立派な彗星で．光度8等．中心に光核あり又尾を有し、傘征は4ノ乃至5ノ

である。此の彗星は1325年の終りまで見られたが．十一月十二日には光度が13

等になつナこ0

　1925　d：一一此の彗星は週期的彗星Tempel（2）である。　BergedorffのStobbc

博士がBA，　A．　Handbookの豫報を用ひて六月十一日に嚢即しナこ。叉、　Uccle

天文基のE．Delporte氏は全く歩立に六月十二日に嚢見しナこ。此の彗星は七月

になって．非常に光輝強くなり．短かい尾を有して來ナこが．すぐに南の方に行

って仕舞つナこ下めに、回雪からは見えなくなった。然しLick天文皇妹南牛球

では1925年の終りまで観測せられナこ。此の彗星は1864年以母指來毎に観測せら

れて居る。但し1910の蹄來の際は観測せられなかっナこ。

　1925e：一一此の彗星はエ884年に嚢見されfこWolf週期彗星で．1905年を除く

外．毎回観測されナこ。此の彗星は、此の前の遠日聡通過の際には非常に木星に

接近した。郎ち1622年七月八日から．同年十二月五日迄の間の出來事である。

此の際の木星による凹形響動はWarsaw天文課長のM．：Kamienskア教授に依っ

て正確に計算されナこが。離心率は0．559から0．405まで減少し．週期は8．282年

に封して一一」■闘牛だけ潜加．近日馳距離は1だけ暦聴したが．此れ等の響動は此

の彗星の軟道をして1874年に於ける木星近接以前の計算軌道に大酒回復せしめ
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ナこ。此の事は木星の擁齪作用が可逆的であるミ言ふ事實の面白い設明ε見られ

る。此の大きな擁爲L作用の計算は非常に正確であったので．W，　Baade博士は

七月十三日・にBergedorffで撮った爲眞から．特報されナこ位置ミ赤経で20秒以内

赤緯で0ノ．3以内で一致した位置に於て此の彗星を襲見したのである。雌の彗星

の光度は15等であっナこ。故に此の彗星の獲見は實際豫報がなかったならば全く

望みがなかったものE見てよい。

　1925f：一一此の彗星はBorrely週期彗星の蹄來である。此の彗星に弄する正

確な豫報はG、Fayet及A．　Schau；nasse爾氏に依って議表されたQそしてScha－

umasse氏が八月十四日にNiceに以て嚢見したのである。光度は12等、豫報の

Tに封ずる補正は一〇・60日であった。此の彗星は次第に光度を増し．しばら

くの間観測されて居ナこ。此の彗星は1905年の嚢見以來鋸來毎に観測されて居

る。

　1925g：一一これは1889年に叢見せられ．1896年及1903年にも見られナこBrooks

第二週期彗星の蹄來である。1910年にナこだ一つ而も怪しい観測があるばかりで

あり．1918年には全く見えなかつk。此の彗星も亦Wolf彗星ε同様．其の遠

日卜占通過の際に木星に近より．大きな携露L作用を受ける。此の作用はA．Dubi－

ago教授が計算し．閉めに其の近日鮎通過は1925年十一月8．5838日にならねば

ならぬε結論しナこsこの結果は實際の観測によるミ約5．94日丈け輝輝ぎナこ。然

し此の結果ざKamiensky教授のWolf彗星に平する計算の結果εを比較する

には．Brooks彗星の場合には1903年以來観測材料は全く無いのであり、Wolf彗

星は1911年から1912年目かけて六ケ月間．1918年には四ケ月間観測せられて居

るS言ふ事を．考へに入れねばならない。此の彗星はSimeis天文台のShajn氏

が小遊星探索の規則的作業中九月九日に撮った爲眞板から獲見した。この彗星

がBrooks彗星であるε言S事は九月二十四日になってV．　Albitzky氏が再び観

測する迄は判らなかつナこQ光度は此の雨日で各々13．1及12・5等級であっf。N．

W．Storer及H．　S．　Mendenhall爾氏の研究によれば、九月九日に撮つナこ記者が

果して此の彗星であるか否か疑しい。若し果して此の彗星であったεするなら

ば護表さtLft位置は13ノ位一って居る。此の彗星は撒ケ月の間よく観測された。

　1925h：一一これはFaye週期彗星の蹄來である。此の彗星は1903年にはあま

り太陽に近すぎた爲めに見落されナこ。1910年には見えたが、1918年にはFonta－

naの豫報が、近日瓢通過で46日早過ぎて居た爲めに見落されナこO　F．　R，　Cripps

は1903年から1925年までの間の掩動を計算してTの値Sして．八月6．66日を得・

ft。これは観測の結果0，90日丈け過ぎたε言ふ事がわかつナこ。　W．　Baade博士は

此彗星を十月二十日にBergedorfで爲眞的に獲署した。一度其の正確な位置が

判って以來、Stobbe博士は前に撮つナこBergedorfの爲眞板を検査しなほしたが

八月29日及九月15日の爲二士に此の彗星の像があらわれて居る事を嚢白しナひ
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其他撒個の観測が次々になされナこ。

　1925」：一一此の彗星はYerkes天文皇で十一月十七日でVan　Biesbroeck教授

に依って8等級の彗星εして管見された。彼は・1925c自口Orkisz彗星を観測せ

んS試うみたのであるが、却って：更に光の強い此の彗星を嚢即したのである。

此の早見の知らせば次の夕方にはロンドンに傳はつナこけれ汐も、其の位置に關

しては．輩に猟犬座にあるミ言ふ事だけしかわからなかった。にもかNわらす

W．H．　Steavenson博士はその近所をすっかり探索して18日の朝までに嚢聾し

fのである。軌道は1925aミ同様計算が困難であっk。　S言ふのは其の地動が

逞いε言ふ事ε．大腿太陽から引いナご直線上にあ，6　E言ふ事の堅めであった。

然し」．P．　M611er及BStr6mgren爾氏は6日聞の弧から其の軌道を計算した．

そして此の軌道は實際に近かった。此の彗星の近日鮎通過は獲見帯すでに一ケ

月牟になし終って居ナこのであるが．段々こ地球に近づいナこので可なり見られて

居て．本年の一月六日まで容易に見えて居tc。　Viennaの」．　Rheden氏が十一

月20日に撮った窮眞には34ε言ふ長さの尾が見えて居りBergedorfのK：．　Graf氏

が十一月24日に描いナこスケッチによれば．15ノの長さの尾が見えて居る。

　1925k：一一此の彗星は實際は上記の彗星よりも早く嚢見されたのであったが

学年巴に傳へられたのは邊いbこれはOhioはDelphosの：Lp　C．　Peltier氏に依

って十一月13日に嚢見せられた。そして先づ『確かに彗星だ』ミ言ふ注意をつけ

てHarvard大學天文墓に報告せられナこ。ノ・一バ・・一ド大學から米國の各天文皇に

知らされたけれさも．登見時の位置のすぐ近所しか探されなかつナこのに一此の

彗星の章動が非常にあまり早かった究めに．見つけ出す事は不成功に終ったの

である。此の護見の通知は．CracowのWilk氏が十一月十八日になって濁立に

此の彗星を登見し．Harvard大垣に電報が行くまでは欧羅巴に傳はらなかった

のである。観測の結果此の彗星の登見者は當然Peltier氏でなければならないε

言ふ事になった。此の彗星の像はBabelsblergでGuthnick及Prager爾氏が撮つ

ナこ十一月十八日の過日板にも現はれて居たが．W肱氏の嚢見の知らせが彼等に

傳えられる迄は見出す事は出來なかった。此の彗星は光度七等或はそれよりも

張からうε言ふ著るしい彗星で十二月姶めになって薄明の中で見る事が出來

た。此の彗星は十二月末まで追かけられ．途に太陽の光の中に滑えて仕舞つ

た。此の彗星は再び太陽の光の中から現はれて來る時には、南方の観測者達に

見えるかも知れない。軌道は其の下りの貸馬占の附近で地球の軌道に接近する。

　19251：一一此の彗星は、十1二月十三日の宵にPretoria公立病院のX光線技師

G．E．　Ensor氏によって獲見された。氏は熱心な道樂天文家である。光度は8等

15ノの長さの尾を有して居た。そして．レクチクールム星座中にあり．可成速

かに西南に向って動きつNあったQ秩序だつた観測はIohannesburgのUnion天

文皇で、H．　E．　WQod氏がなしたが、その観測から彼は軌道を計算して直ちに
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歓羅巴に電報した。近日鮎通過は1926年二月孚ばであるが．あまり太陽に近く

なって居る埋めに．観測は出來まい。二月の末に曉天の一偉観であるだらう。

そして三月中高い北緯に進行して行くであらう。

　　　　　　　×　　　　×　　　　×　　　　×　　　　×

　彗星のスペクDレに關する論文も可成嚢表せられた。G．　A．　Tikhov氏ls　1914

年及1924年に於けるEncke彗星のスペクトルを獲表したが連績スペクDレは弱

く．一一つの強いCyanogen帯、3つの炭素帯（そのうちの一つは強い）及何かわ

からぬ一つの帯がある。S．　V．　Orlov氏はMorehouse彗星師1908111のスペク

トルを獲表したが．一酸化炭素の出す36本の線．窯素の出す6個の線及炭素の

5本（Swanスペクトル）がある事を記して居る。彼はCO線は四つのDeslandreの

線列に列べる事が習習る事を謹明した。叉S．Vsechsviatsky氏は8rooks彗星

（1911V）のスペクトルを嚢表したが．炭素及一酸化炭素による弱い帯がある

ε言って居る。そして後者は太陽に近く程強くなる。

1925年に於ける太陽活動

太陽黒黒占一一1925｝二於ける太陽黒鮎の活動は．非常な急進的な塘加を示し

ナこ。此の年の後索期に於ける黒鮎面積は前壷期に比して三倍以上であっナニ。そ

して黒黒占が見えない月撒は5％に減じ．叉白熱はnel，占ミ併行して塘濃しナこ。十

二月二十六日の全黒貼面積は勿論然るべき補正はほさこして．太陽牛球面の二

百分の一以上に達しte。これはグリーニツチ天文皇の記録に於て．黒鮎活動極

：大の時ですら稀に見るやうな面積である。

　此の年の聞には8個の肉眼で見得ゐ黒貼群があった。それ等の中央子午線通

過の時は次の通りである。一一

　　五月六日。十月二十日。十一月十三日。十一月世四日。十二月十日。毒害

　　六日。同額五日。同世八日。

　其各々の緯度は．

　　北十六度。南十九度目南十五度。北十七度。南二十度目治世三度，忍女度

　　北仕三度。

である。

　此年に於ける全黒黒占の李均緯度は約200である。100よりも赤道に近い黒貼は

稀であった。北緯40。にある小さな黒鮎群が十二月の最終の週間に見られた。

1925年に於ける黒黙ε白紋こ0）忍路緯度から見るミ．此の年は太陽活動週期で

極小期から極大期への丁度眞中所にある事になる。

紅熔一K：odail〈anal（印度）天文皇の罵眞記録から出しfc．紅焔の一日管渠面

積は李方分であらはして次の如くなる。一一
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　　　　　　　　　　　　　　　北　　　　　　　南　　　　　　　計

　　　　1925自一月至六月　　　　2．98　　　　　2．26　　　　　5．24

　　　　同自七月至十二月　　　　3・46　　　　　3．42　　　　　6β8

一日の理解敷は前郷期ε後計理εで夫々16．8及17．6である。

　此の結果を1924年度S．比較して見るに．面積に於て15％の暦加を示し．特に

南牛球に於ては著るしい活動喰加があっナこ。

　緯度に於ける分布の模様は1924ε違って居て又北牟球ε南牛球εで活動搭の

相違がある。然し其の極大は爾傘球共に600の近所にあり、第二の極大が約300

の所に見られる。

　金属線を示す紅畑は50の揚合に見られたが其のうちの33個は北頭球にある。

そして此等は皆緯：度11。から40．の間にある。

　色圏即吟蠣に於ける水素線隔壁は1924年には329だけ見られナこb：．　1925年に

なって546だけ観測されナこDこのうち307個は赤の方にすれ、232恨は紫の方

にすしれて居た，残りの7個は同時に出方にすれナこ。

　太陽面に於ける水素及ヘリウム線の攣動に撃ては．薯るしい触加が見られk

が．黒地附近に於けるH孫泉の輝線への轄換の藪は382個であり、太陽面の普通

の場所では108個だけ見られナこ。此の108個のうち88個は赤の方にすれて居

ナこ。D3線は吸敢線ミして167個の場合に見られナこ。これ等攣動によって示され

る活動は此の年の前旨旨よりも後牟期の方が約30劣だけ喰円して居る。

　紅熔が太陽面に投影されて吸牧の形εしてあらはれるものも前の年に比して

増加しt。此の分布は北牟球ε南牟球εは封爾になって居ない。北聖哲では大

略300の所ε60。の所εεニケ所に其の極大があるに反して．南孚球では30。の近

所に唯一つの極大があるだけであった。

　前壁期に於ては、紅焔の藪に於ては東牛耳に．其面積に於ては源氏球に鯨計

見られkが．後牛期になるミ。面積に於ても撒に於ても．西牛球の方が大であ

った。HCt吸牧物の場合には、面積及撒共に前田期では．東剛球の方が大であ

り、後適期では其の逆になつ’て居る。

1925年に於ける太陽研究

　輻射’一太陽の輻射に關する近年の大きな問題は其の攣化である。此の年

の間に太陽の輻射に關する多くの研究は．特に司直の天文學者達に依ってなさ

れたが．Abbotは太陽の輻射量は攣化し．黒黙や白絞の盛衰ε關係があるε言

って居るがN然し多くの學者達は遡れに反封して居るやうである。實際今日の

所．太陽輻射量の攣化は問題である。1922年に於ける太陽輻射の大なる減嚢は

或は眞のものであるかも知れない。けれさも或は大氣の吸牧に治して未だ考察
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の足らないのに基因するのかも知れない。特に此の太陽輻射の減嚢は極く波長

の短い所に起って居るのであるが．此の短波長に於ける測定が最：も困難である

ε言ふ事を男へ合せて見れば此の感を深くする。

　其他太陽表面に於ける現象ε地球ξの氣象現象の間の相關に就ても研究され

たが．敷學的に精密に解刑して見るざ．其の結果は普通否定的である。

　又太陽表面に於けるエネルギーの分布についてはMoll及Buτgerが．端か

ら太陽4≧径の1％の所まで測定したのは、前にAbbotが5％の所まで測定した

に比して一歩を進めたものこ言へやう。

　磁氣一一L．A．　BaUerは地球磁氣及び空中電氣の現象が、晴天の場合に就

て、これまで考へられて居ナこよりも、もつε密接に相回して居るε言ふ事を畿

表した。而も二三電氣の方は太陽活動ε連絡があるかも知れないが．然しポテ

ンシャル降下度が．太陽黒瓢の極大期に大であるか小であるかを決定する事は

出來なかった。然しC．Chreeは幾分疑ひをはさんで居の、AbbotはChreeに答

へて地球磁揚の憂動は太陽輻射の小さな場合ε關係があるミ言って居る。其他

地球磁場水野分力ε黒灘面積εのStollyhurstに於ける観測が登表されて居る。

　黒船、慶絃：馬具魑一Yerkes天文墓のPettitは野冊の形ε蓮動に下す

る研究を嚢表して居るが其の結果に依れば、1919年五月二十九日の大下燃の場

合の加速力は不連帯的であっナこ。又回天文星でこった、すべての爆獲的紅熔の

記録の続計に依れば、紅畑の蓮勤は一般に一様蓮動ε突護的激動からなって居

るε言ふ。然し」．Evershedの意見に從えば．　Pettitの研究にはKodaikanal

天文墓の材料が用ひられて居ないし、若し此の材料を用ふれば忠君の蓮動に於

ける不規則性はなくなって仕舞ふ。Pettitは今明眉毛に於ける構の運動及び内

部の蓮動を研究したか．紅焔内に於ける下降運動は太陽表面に於ける重力によ

る蓮動の三分の一乃至四分の一に過ぎない。彼は此の原因は太陽からの輻射塵

では説明出來ないから寧ろ、太陽表面の或部分から週期的に飛び出す電子流に

依るものミ考へて居る。

　R．K：．　Surは此の紅畑の運動を説明する爲めに太陽光球上にある局所的に光

の強い部分に基因する輻射厘iに依るものεしたが．然しJ．Evershedはかxる事

は認められないε言って居る。

　紳戸海洋氣象皇の野口．一木及田口諸氏は太陽黒黙の蓮動に關する研究をグ

リーニッチ天文皇の記録に依ってなして居るが、黒黒占は太陽下暦の遅く画韓し

て居る物質に密接な關係を有する揚合には一般に其のエネルギーをよく保つε

云ふ傾向を示すε云ふ。其他彼等の研究の結果今まで知れて居たよりももつε

長い回国週期を出して居る。グリーニツチ天文皇で嚢表する所に依れば．叫封

ミなってあらはれる黒鮎の先行のものは、その四生期にあっては経度に滑ふて

の速かな繭進丁丁をなし、同時に黒黙面積の壇加をミもなって居る。恐らく此
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れは、先行黒貼が其の成生期に於て高い所にあり．面積を磨しながら急速に下

降する爲めであらうミ。

　C．G．　Hale及S．　B．　Nicholsonは太陽黒黒占の磁性に依る分撒を獲表し（之れ

は前に天界に於て天文學界最近の研究εして紹介しナこ）H．H．　Turnerは新し

い材料から黒鮎週期を瞼乱しなをしたが、それによれば．黒占緯度の攣化から出

した週期は11．35年を與へs黒黒占面積の愛化は1L65年の週期を與へ爾者李均

して11．50年ミなる。

　T．Roydsは太陽分光器的研究に依りH線の興味ある性質を獲表し、　C．　G．

Hale氏は黒鮎周園に於ける水素活動が電磁氣的現象ε云ふよりも流艦力學的

現象なる事を示しナこ（Haieの論文も前に天界に於て紹介した）。其他W．　H．

Julius氏及びN。　K：osniev及V．　Ambarzumian氏の研究も興味がある。

　コロナー1925年一月二十四日の皆既日食の際のコロナの光の光特旨的観

測が大分獲表されて居る。丁．Kunz及J．　Stebbins爾氏はフォトeエレク1・リック

・セルを用ひてコロナの光を測定し、其結果ε1918年の日食の際の結果ε比較
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ

して、黒鮎の極大丁丁極少期に於けるコロナの光の強さの攣化は認められない

事を結論した。H．　T．　Stetson及W．　W．　Coblentz爾氏はサーモカップルを用ひ

て．赤外線は割合から言って．太陽自身からよりもコロナからの方か飴計に出

るミ言ふ事を登早し、之れは多分太陽から飛び出しナこ宇宙塵及酸化金属に基因

するものであらうε言って居る。E．　Pettit及びS．　B．　Nitcholson丁丁は．サー

．モカツプルを用ぴて、太陽からの輻射は割合から云って、1．3y“よりも紫に近

い方の部分では、コロナからの幅射よりも小であるε主張して居るっ又5。5閉

りも赤の方ではコロナはほεん曹輻射をなさぬミ言って居る。彼等は更にコロ

ナのエネルギー分布を研究し、叉更に決増して．コロナの光は太陽常鰍ε共に

攣り、而も一一・．ig大きな三園に攣るやうであるS。上の爾観測の結果は互に相容

れない。H．　Ludendorffは1923年九月十日の日食の場合になしたコロナの光の

彊さから．實験誤差の範團外ではコロナの連印スペクトルε太陽の桜口スペク

トルの間には．何等の違ひもみεめられない事を獲表しナこ。

　コロナの理論に塗する批判はW．Andersonがなしナこ（これは前に天界紙上

．で紹介した）。
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